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豪雨の増加が都市の浸水 

に与える影響について 
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１．はじめに 

近年、時間50mm以上の豪雨の発生確率が増加し

ている1)。また、21世紀においては、日本周辺に

おける年降水量が増加傾向にあるという予測が示

されている2)。このような状況では、特に市街地

において更なる浸水対策が求められるが、既存市

街地においては土地の制約等で雨水貯留施設等の

設置が困難な場合が想定されるため、効率的かつ

効果的な浸水対策手法の確立が必要と考えられる。 

 そこで、既存の降雨データを整理して降雨強度

の増減状況を把握し、豪雨増加が都市浸水に与え

る影響を抽出することとした。また、自治体の雨

水貯留浸透施設に関する規定や整備事例等の調査

を行い、既存市街地における効率的かつ効果的な

浸水対策のための論点を把握することとした。 

２．降雨データ整理による降雨の状況の把握  

まず、気象庁の降雨データより、全国の気象台

において、過去50年間(1960年～2009年)における

毎年10分最大降雨量及び毎年60分最大降雨量の経

年変化を整理した。地域により違いが見られるも

のの(図－１参照)、毎年10分及び毎年60分最大降

雨量ともに、全国的に平均すると1割程度増加傾向

にあることがわかった。このまま降雨量が将来的

にも増加すると仮定すると、50年後には更に最大

降雨量が平均で1割程度増加すると想定される。 

３．自治体の豪雨対策に関する整備事例等調査 

まず、自治体での雨水貯留浸透施設の整備事例、

整備計画、雨水貯留浸透に関する条例等に関する

資料を収集した。事例として、公園や校庭等の公

用地を活用した貯留施設整備、行政による民間開

発時における雨水貯留浸透施設の整備指導、自治

体による雨水浸透適地マップの整備等が見られた。 

今後、これらの整備事例等について整理し、既

存市街地において期間的及び空間的観点から、効

率的かつ効果的に雨水貯留浸透施設を整備するた

めのポイントを整理することとしている。 
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図－１ 全国57気象台における毎年10分又は60分

最大降雨量の50年間の増加率の関係 

 

４．今後の展開 

今後、浸水シミュレーションを実施し、豪雨増

加による将来的な影響を把握することとしている。

また、本研究成果をもとに、下水道浸水対策の目

標降雨設定の考え方等を整理した上で、雨水貯留

浸透やソフト対策も含めた浸水対策計画のあり方

の提案を視野に入れて検討することとしている。 
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堤防管理プロジェクト 
- 植生管理が堤防の治水機能維持に果たす 

効果解明と堤防管理への反映に向けて - 
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１．はじめに 

河川堤防をより効果的・効率的に維持管理する

ためには、外力条件や背後地状況等の条件に応じ

た維持管理水準の設定を実施することが、今後、

重要となるであろう。しかし、除草、点検、河川

巡視等の維持管理行為が治水機能を維持する効果

は一部検討されている1)ものの、十分には解明さ

れておらず、維持管理行為と治水機能維持との関

連を評価する技術の拡充が課題となっている。 

 
２．堤防管理プロジェクト 
堤防管理プロジェクトは、堤防のり面の植生管

理が洪水流に対する耐侵食性および浸透に対する

すべり安定性に及ぼす効果を明らかにし、必要な

維持管理水準及び維持管理間隔を提案することを

目的として、国土交通省本省・国土技術政策総合

研究所・土木研究所・各地方整備局共同で堤防の

調査・技術開発を行う枠組みである。 
 本プロジェクトは、以下の3課題で構成されて
いる。 
課題1：草刈り頻度に応じた堤防のり面の植生遷

移（高茎草本植物の繁茂）、表土の緩み層

厚、緩み層内の強度・透水性等の経年変化

の把握 
課題2：堤防の質（緩み層や繁茂する植生）に応

じた堤防の耐力（耐侵食・耐浸透・耐法滑

り）の定量的把握 
課題3：以上を踏まえた最低限必要となる管理水

準の設定 
 

管理水準（草刈り頻度）の違いによる堤防の経

年変化（課題１）に応じて堤防の耐力（課題2）
を定量的に評価することで、治水機能の維持の観

点から草刈りやのり面緩み土層の撤去・打ち直し

の実施頻度について検討する。また、植物群落や

緩み層厚等の指標を堤防点検項目へ反映すること

も併せて検討する。（課題3）。 

 

３．現場への反映に向けて 

本プロジェクトの一例として、実堤防から不攪

乱で採取した供試体を用いた実大水路実験（課題

2）の中間結果を以下に示す。耐侵食力は、主に
植生の根に存在する根毛の影響を受けると考えら

れ、植生の根茎種別を「根毛が主体となる植生（シ

バ、チガヤ等）」「主根（太い根）が主体となる

植生（セイタカアワダチソウ等）」「根毛と主根

が混在している植生（ネザサ等）」に分類して比

較を行った結果、「根毛が主体となる植生」が他

の分類と比べて耐侵食力が大きい事が判明した2)。 
本プロジェクトの成果が、維持管理水準の設定

に反映され、維持管理の効率化、河川堤防の質的

向上に貢献するものとなるように今後も検討を進

めたい。 
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